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介護食品の潜在的ニーズ

２０１３年
（実数）

２０２５年
（推計）

２０３５年
（推計）

高齢者人口（65歳以上） （Ａ） ３，１９０万人 ３，６５７万人 ３，７４１万人

要介護（要支援）認定者数 （Ｂ） ５８４万人 ７７６万人 ８９９万人

比率 （Ｂ）／（Ａ） １８．３％ ２１．２％ ２４．０％

 出典１：2013年（実数）のＡは総務省「人口推計」 Ｂは厚生労働省「介護保険事業状況報告」
 出典２：2025年、2035年（推計）のＡは国立社会保障人口問題研究所「日本の将来推定人口」（平成24年1月推計）
 出典３：2025年、2035年（推計）のＢは厚生労働省社会保障審議会介護保険部会資料（第47回平成25年9月4日の資料1）

５８４万人 １，３８０円 ３６５日 ２．９兆円

要介護（要支援）認定者数 介護保険上の１日当たりの食事の基準費用額

介護食品に対する潜在的ニーズ（２０１３年の状況から農林水産省が試算）
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 要介護認定者は今後も更に増加が見込まれるなど介護食品の潜在的ニーズは高く、介護食品の供
給拡大は重要な政策課題



介護食品市場の動向

２０１２年
（Ａ）

２０１３年 ２０１４年 ２０１５年
（見込み）（Ｂ）

伸び率
（Ｂ／Ａ）

２０２０年
（予測）（Ｃ）

伸び率
（Ｃ／Ａ）

嚥下・咀嚼困難者用食品 １０，５００ １１，６００ １２，８５０ １４，３５０ １．３７ ２５，１００ ２．３９

在宅向け ２，３００ ２，６００ ２，９５０ ３，４００ １．４８ ６，１００ ２．６５

施設向け ８，２００ ９，０００ ９，９００ １０，９５０ １．３４ １９，０００ ２．３２

その他の介護食品 ９１，５００ ９２，３００ ９４，４５０ ９６，７５０ １．０６ １０８，４００ １．１８

計 １０２，０００ １０３，９００ １０７，３００ １１１，１００ １．０９ １３３，５００ １．３１

 高齢化社会の進展とともに介護食品の市場規模は拡大
 特に咀嚼、嚥下困難者用食品の伸びが顕著

表 介護食品の販売額（民間調査会社の推定） （単位：百万円）

• 注１） 咀嚼・嚥下が困難者用食品は、キザミ食、ミキサー食、ソフト食、ムース食などの食品で在宅向け及び病院や介護施設等の施設向けを含む
• 注2） その他の介護食品は、流動食、栄養補給食、水分補給食、とろみ調整品・固形化補助剤。

（資料：(株)富士経済「高齢者向け食品市場の将来展望２０１５」を基に農林水産省で作成）
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民間の介護食品の主な規格基準

３

学会分類２０１３ 嚥下食ピラミッド 高齢者ソフト食 ＵＤＦ区分

（該当なし） （該当なし）
高齢者ソフト食１
（弱い力でかめる）

区分１
（容易にかめる）

嚥下調整食 ４
Ｌ４

（移行食）
高齢者ソフト食２

（歯ぐきでつぶせる）
区分２

（歯ぐきでつぶせる）

嚥下調整食 ３
（多量の離水がない）

Ｌ４
（移行食）

高齢者ソフト食３
（舌でつぶせる）

区分３
（舌でつぶせる）

嚥下調整食 ２－２
（不均質なものを含む）

Ｌ３
（嚥下食Ⅲ）

（該当なし）
区分４

（かまなくてよい）

嚥下調整食 ２－１
（均質なピューレ・ペースト・
ミキサー食など）

Ｌ３
（嚥下食Ⅲ）

（該当なし）
区分４

（かまなくてよい）

嚥下調整食 １ｊ
（均質で離水に配慮した
ゼリー・プリン・ムース状）

Ｌ１・Ｌ２
（嚥下食Ⅰ・Ⅱ）

（該当なし）
区分４

（かまなくてよい）

嚥下訓練食品 ０ｔ
（とろみ水）

Ｌ３の一部
（とろみ水）

（該当なし） （該当なし）

嚥下訓練食品 ０ｊ
（均質なゼリー）

Ｌ０
（開始食）

（該当なし） （該当なし）

固

さ

軟

固

• 注１） 学会：日本摂食・嚥下リハビリテーション学会
• 注２） ｊ：ゼリー（jeiiy）、ｔ：とろみ（thickness）
• 注３） ＵＤＦ：ユニバーサルデザインフード

 一方、介護食品には多様な民間の規格基準が複数存在



介護⾷品に関する検討の経緯と成果

新しい介護食品の考え方
【平成２６年４月】

平成２５年１０月～２７年３月 介護食品のあり方に関する検討会議

平成２５年２月～７月 これからの介護食品をめぐる論点整理の会

平成２７年４月～ スマイルケア食普及推進会議

◇ 介護食品と呼ばれてきた食品の範囲を以下
のとおり再整理 （「新しい介護食品」）
① 飲み込む機能に問題がある人向けの食品
② 噛む機能に問題がある人向けの食品
③ ①②の機能に問題はないものの、健康な体
を維持し活動するために必要な栄養の不足の
予防につながる食品

新しい介護食品の選び方
【平成２６年１１月】

◇ それぞれの状態の人に応じた「新しい介
護食品」の選択に寄与する早見表を整備
① 左欄①の食品 → 「赤」マークを表示
② 左欄②の食品 → 「黄」マークを表示
③ 左欄③の食品 → 「青」マークを表示

新しい介護食品の愛称
【平成２６年１１月】

◇ 公募により「新しい介護食品」
の愛称を 「スマイルケア食」に
決定

「スマイルケア食」の規格基準
【平成２７年１２月】

◇ 上欄①～③の「スマイルケア食」に該当する食
品の規格基準の必要性・方向性について一致

「スマイルケア食」のマーク表示
【ＪＡＳ規格制定後】

◇ 上欄①～③の「スマイルケア食」に該当する食品
に対する各マーク表示の枠組を整備・全面運用

スマイルケア食の
普及推進

４

 こうした状況を踏まえ、農林水産省では有識者会議を設け介護食品の供給拡大に向けた検討を続けて
きたところ



介護食品の分類と想定される規格基準との関係
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 ２７年１２月のスマイルケア食普及推進会議において一致した「スマイルケア食」の規格基準の方向性は
以下のとおり


